
芸術の秋 心豊かに 校長 横山 智恵子

数ヶ月前の酷暑から最近は過ごしやすい秋へと、季節は確かに移行しています。しかし、台風は

来なくても、豪雨になって甚大な被害が全国のあちらこちらで発生しています。自分の命をどのよ

うにすれば守ることができるのか、いくつかのパターンを持って過ごさないと想定外が多すぎるよ

うに思われます。水や風の力に驚かされるばかりです。

さて、芸術の秋といいますが、皆様はどのようにお過ごしでしょうか。

心の豊かさを、何で高めておられますか？学校には、図書室があります。蔵書の管理は、図書ボ

ランティアの皆様方のお力を得て行っています。また、子ども達が興味を持って楽しく読書活動が

できるよう読み聞かせや図書室の環境にも工夫をし、子ども達が入りやすい空間を整えています。

さて、お子様は、1年間で、どれくらいの本（絵本も含めて）を読んでいますか？

読書によって、言葉を知ります。また、その言葉の活用法を知り、文章表現が上手になります。

難しい本や分厚い本だけが有効なのではなく、子ども達が好んで読みたいと思う本は、何かひきつ

ける魅力があります。

たくさんの蔵書から、読みたい本を見つけ出すこの「みつけた！！」「何が書かれているんだろう？」

と感じている瞬間の子ども達の表情が私は大好きです。

図書室だけでなく、どこでも本はあります。子ども達が、本との出会いで、豊かな心を育成できた

らと願っております。

学校でも、自宅でもゆっくりと読書する時間が過ごせることを願っております。

登下校時の安全について

本校の登下校時、子ども達の安全を見守っていた安全管理員さんは、一日2時間登校時のみと

なりました。登校時は、5，6年生の生活委員会の児童と本校職員で東西の2つの門にてあいさ

つ活動を行っています。安全管理員さんには、

11月 1日から、下校時の西門（正門）で１４：３０～１６：３０の間

に時間を変更してもらうことになりました。

登校時は、東西の2つの門を開けていますが、登校が落ち着きましたら門は施錠しています。イン

ターフォンにて、「学年、お名前、用件」を明瞭にお話いただきますと開錠する判断ができるので

開錠につながります。下校時は、上記にもあります安全管理員さんが西門（正門）に配置されます。

子ども達の、登下校の様子を見ていますと歩道ではなく、車道にて歩く子や追いかけっこをしなが

ら登校している子など危険な場面に出会います。左右を見ないで、横断歩道を渡る子もいます。

ご家族で公道を通る時に、お手本を見せていただく事が、より実践的です。子ども達の意識が高ま

ります。学校でも、廊下や階段の通り方に力を入れておりますが、怪我のない日々を過ごしてほし

いものです。
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